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教育ファーム おやこ食育教室
地域に根ざした
学校給食感謝祭

栽培 調理 共食

「有機」は、突然始まったわけではない。

• 平成19年今治市・安井孝氏との出会い

• 平成22年「食と農の杜づくり課」設置

• 「栽培・調理・共食」を軸に食農教育を展開

• 教育ファーム、親子食育、学校給食などへ展開

※保育園園庭に畑を設置し、有機農業を実践
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内 訳
今 治 市
重量割合

北 杜 市
重量割合

市内産一般野菜・果実 29.1% 30.3%

市内産有機野菜・果実 7.7% 0%

市内産無農薬野菜・果実 3.1% 10.3%

県内産一般野菜・果実 19.8% 11.9%

その他一般野菜・果実 40.3% 47.5%

流行では、地域は変わらない。今治市と北杜市の比較

出典：安井孝『地産地消と学校給食（2010）
および北杜市資料

有機だからやる。

地産地消が流行っているからやる。

カーボンニュートラルだからやる。

それでは、壁にぶつかったときに続かない。

大切なのは、「なぜ、この地域でやるのか」

という目的を共有すること。

担当者が変わっても取組が続くためには、

制度だけでなく、「目的」と「考え方」

を継承する必要がある。
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作るだけでは、地域農業は続かない。

「どう作るか」だけではなく、

「どう届けるか」までを設計すること。

• 流通を簡素化

• 学校給食への供給体制を構築

• 地産地消を地域経済につなげる

• 有機・無農薬農産物の利用を拡大

地産地消率：17.5％(H19)→35.6％ (H20)

※お米と野菜の重量ベースの地産地消割合



01「食と農」から始まった
平成21年8月25日から学校給食への有機農産物導入有機農業を、「給食」から地域に広げる。



02 なぜ、北杜は
有機なのか

世界に誇る

「水の山」プロジェクト
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03 有機×スマートという選択
有機農業を広めるにあたり避けて通れないこと「農家の経営」

有機農家が陥りやすい落とし穴

「反収」×「単価」→「高単価に寄りがち」

重要となるのは、「販売力」

「反収」×「単価」×「販売力」

品目ごとの経営戦略が鍵

「やりたい農業」と「稼ぐ農業」の区別

「稼ぐ農業」には、

「スマート農業」が有力な選択肢になる。

「環境に良い」だけでは、農業は続かない。



03 有機×スマートという選択
特に機械化された水稲経営における壁は「設備投資」

経営面積を慣行ほど拡大できない有機農業において

「反収（ー）」×「単価（＋）」では、無理

重要となるのは、「新しいタイプの担い手育成」と「地域連携」

「慣行」＋「有機」＝設備投資を分散

出口に見合った栽培体系が重要となる。（B to B or B to C ?）

「こだわる農業」と「稼ぐ農業」の区別

バインダー＆ハザ掛けには限界がある。

みんながコンバインと乾燥機を持たなくても良い。

「小さく有機」だけでは、経営は伸びない。
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「どうやって作るか」とか「どうやって売るか」

だけでなく

「どうやって農業を続けるか」

「どうやって地域の担い手を増やすか」

「どうやって新しい技術を使うか」

が重要であり

有機農業を「農家だけの問題」にしない

「有機農業を増やす」ことと

「有機農業が続く地域をつくる」ことは違う
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① 「希望する土地」で始めやすい 87％
北杜市の新規参入者のうち、87％が希望する土地で就農。
全国調査の49％を大きく上回ります。

② 行政の支援が、届いている 78％
新規参入者の78％が、営農について自治体から「十分得られてい
る」または「十分ではないが得られている」と回答。全国の61％
を上回ります。出典）坂ノ途中（２０２４）有機農業白書Vol1：現状把握から将来展望へ

③ 「新規参入だから不利」とは限らない
北杜市では、就農後の経過年数が同程度で比較すると、新規参入
者と新規自営就農者（跡継ぎ）の売上に明瞭な差が認められませ
んでした。

④ 「一人で頑張る」ではなく、「仲間がいる」
北杜市では、有機生産者・生産者グループが多く、生産者同士が
支え合える環境があることが示唆されています。



「有機」を増やすのではない。
「農家が育つ環境」をつくる。


	Slide 1: オーガニックビレッジ宣言を地域の力に
	Slide 2: ―「食と農」から、「持続する地域」へ―
	Slide 3
	Slide 4: 01「食と農」から始まった
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10
	Slide 11
	Slide 12
	Slide 13
	Slide 14
	Slide 15
	Slide 16
	Slide 17

